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二宮康史著『ブラジル経済の基礎知識』ジェトロ
（日本貿易振興機構）2007年 204ページ

本書はBRICsとして世界的な注目を集める近年のブ

ラジルの経済について，著者のジェトロ・サンパウ

ロ・センター勤務およびサンパウロ大学経済研究基金

（FIPE/USP）MBAコース受講の経験をもとに，その動

向の紹介と分析さらには今後の展望などを一書にまと

めたものである。ブラジルに対する日本企業の関心が

高まりつつある昨今，ビジネスの視座にもとづく本書

が日本で出版された意義は非常に大きいといえる。

本書は広範かつ多様な分野からなるブラジルの経済

全般を五つの章に大別し，はじめの第１章で近年のマ

クロ経済の安定がどのようにもたらされたかについ

て，貿易，消費者市場，ルーラ政権の動向を含め詳説

している。そして，第２章でブラジルの主要産業であ

る自動車，電気・電子，天然資源の現状について概括

したのち，第３章でグローバル化が進むなかブラジル

で事業展開する欧米や日本企業そしてブラジル企業の

動向，第4章で近年の外交・通商政策の特色や問題点

について詳述している。最後の第５章では，ブラジル

で事業を展開するために必要な実務知識をまとめると

ともに，本書中のコラムで４年３カ月に及ぶ筆者のブ

ラジルでの生活体験を紹介している。

本書にはブラジル経済の「基礎知識」というタイト

ルが冠されているが，提示されるデータや情報は質量

ともに非常に豊富かつ多岐にわたっており，その内容

は「基礎」だけでなく専門性の高いものにまで及んで

いる。また，ブラジル経済のさまざまな分野の紹介や

分析とともに，それらに関するビジネス・チャンスの

アドバイスも行っており大変示唆に富んでいる。した

がって，本書はブラジル経済に関心を抱く日本のビジ

ネス・パーソンはもちろんのこと，学生や研究者にと

っても教科書的に学習や参照することができる大変有

益な書だといえる。

（近田亮平）

東茂樹編『FTAの政治経済学：アジア・ラテンアメ
リカ７カ国のFTA交渉』アジア経済研究所　2007
年　258ページ

FTA（自由貿易協定）に関してアジア諸国との締結

が現実のものとなり，日本でも高い関心が寄せられて

いる。日本は，FTAではなくEPA（経済連携協定）と

いう形式をとっているが，このEPAが最初に締結され

たのがFTA先進国のメキシコであり，その２年後に

は同様にチリとも締結されている。FTAが締結される

ことによる貿易への影響はもとより，二国間でのサー

ビスや投資，そしてヒトの移動が活発になることの影

響は計り知れない。

FTAに関する研究書，および解説書はすでに数多く

出版されているが，本書は交渉の締結にいたる政策決

定過程と，交渉に参加するアクターに分析の焦点を当

てるという点で際立った特色を有する。対象とするの

は，韓国，タイ，フィリピン，マレーシア，インドネ

シアといった日本のEPA政策に重要なアジアの国々

と，これにEPAをすでに締結したメキシコとチリを加

えた合計７カ国である。アクターとしては，各国の政

治家，官庁テクノクラート，議会，経済団体や業界団

体，市民団体などを中心に分析し，各国の政治経済の

制度枠組みや政策決定過程の特徴を抽出する手法をと

っている。

FTAを推進する国々といっても，各国でその交渉ス

タイルがさまざまに異なることが明らかにされていて

興味深い。特に官僚や政治家主導のアジア諸国と，業

界団体など民間の発言力が強いラテンアメリカという

特徴が浮き出たことは，これら両地域間の比較研究の

賜物といえる。本書はアジ研選書という新しいシリー

ズからの出版であり，幅広い読者に対する解説書とい

う形態をとっている。

（北野浩一）
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米村明夫編著『貧困の克服と教育発展――メキシコ
とブラジルの事例研究』明石書店　2007年 236ペ
ージ

貧困克服，そのための教育普及が国際的な合意（国

連ミレニアム目標等）となって進められている。その

なかで，両国の例は政策的に最先端のものといえ，そ

の研究は重要な意義をもつ。教育普及に関わるアクタ

ーとしては，国家（教育を供給する側），子ども，家族，

教育運動（教育を受ける側），村や都市の自治体，ある

いはNGO（中間的，あるいは支援的組織）等がある。

本書では，５人の著者が両国におけるそれらのいずれ

かに焦点を当てて，貧困克服のための教育普及がどの

ように行われているかを分析している。

「メキシコとブラジルの就学促進のための家計補助

プログラム（米村・近田亮平）」では，メキシコ政府の

貧困層への奨学金プログラム（PROGRESA）等の分析

が行われ，その教育投資としての意味が低いことが明

らかにされる。「メキシコ先住民地域における競争的

な教育発展（米村）」は，三つの近接する村のそれぞれ

異なった高校誘致戦略を描く。「先住民二言語教育の

理想と現実（受田宏之）」は，メキシコにおける二言語

教育の背景，論点を整理した上で，オトミー民族の事

例を検討し，その発展における先住民自身の運動の重

要性を指摘する。「ブラジルにおける初等教育の分権

化（江原裕美）」は，初等教育の分権化の背景，内容，

その財政的側面を明らかにし，サンパウロのイタペビ

市の事例を紹介する。「『モンチ・アズール・コミュニ

ティ協会』発展の軌跡（小貫大輔・米村）」は，1975年，

ドイツ人ボランティアをリーダーとしてブラジル，サ

ンパウロのファベーラ（都市貧困地区）に誕生した同

協会が，国際的，国内的にも著名，影響力のある組織

に発展していく過程を，市民社会の発展のなかに位置

づけながら描き出している。

（米村明夫）

牛田千鶴編『ラテンアメリカの教育改革』行路社
2007年 201ページ

本書は序と10章からなる。第１，２，３，５の諸章は，

20世紀前半の歴史的分析である。第１章（斉藤泰雄）

と第２章（青木利夫）は，それぞれチリとメキシコの

近代国家の形成過程における教育制度形成を扱い，第

３章（林みどり）は，アルゼンチン，ブエノスアイレ

ス市の労働者の教育要求の発生とそれがどのように満

たされたかを扱う。第５章（松久玲子）は，性役割，

性教育をめぐる議論に焦点を当て，メキシコのフェミ

ニストの運動と社会，政府の対応を論ずる。また，第

６章（野元弘幸）は，フレイレによる識字化の思想，方

法を中心にブラジルの識字教育，成人教育を論ずる。

残る五つの章は，新自由主義的政策の下での教育の

状況を論じる。第４章（重冨恵子）は，ボリビアにお

いて1994年の多文化教育と住民参加を掲げた教育改

革，2005年成立の新自由主義的政策を批判するモラレ

ス政権下での生産や共同体との結びつきの強調を紹介

する。第７章（米村明夫）では，メキシコにおける

1990年代の基礎教育の州への分権化，奨学金プログラ

ム，補償教育プログラムが批判的に論じられる。第８

章（三輪千明）は，チリにおいて，新自由主義的な政

策の典型として，1980年以降初等教育に適用されてき

たバウチャーシステムの変遷を軍事政権下，民政化以

降の諸政権について分析する。第９章（江原裕美）で

は，ブラジルの中等教育において1996年と1997年の

法令によって職業プログラムを扱う普通教育システム

とは独立的なシステムが作られ，しかし2004年に通常

のそれに戻った経緯が述べられる。第10章（牛田）で

はニカラグアの1979年のサンディニスタ革命後の民衆

教育，1990年以降の動向，国際教育協力が論じられ

る。

本書から，ラテンアメリカの教育改革についてばか

りでなく，ラテンアメリカの教育研究の現状をもうか

がうことができよう。

（米村明夫）
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伊藤千尋著『反米大陸―中南米がアメリカにつ
きつけるNO!』集英社新書　2007年　218ページ

著者は長年ラテンアメリカを熱いまなざしで見続け

てきたジャーナリストである。近年南米の多くの国で

左派政権が誕生した。それをして筆者は南米が「反米

大陸」化したとする。第一章では，ベネズエラなど現

在の南米における左派政権の誕生が描かれ，第二章以

降本書の大半では，19世紀の米国によるテキサス併合，

キューバで米国支配を築いた米西戦争，1973年チリ･

アジェンデ政権転覆におけるCIA関与など，米国の

「裏庭」における介入や支配の歴史が描かれている。

これら歴史が示す米国の行動パターンを理解すること

で，米国が今後世界で何をしようとしているのかが理

解できるというのが，本書のメッセージである。

そのメッセージの本筋には共感を覚える一方，議論

を単純化しすぎることにより誤解を与えかねない危険

性を評者は感じる。21世紀の南米左派政権は政治理念

や経済政策，対米関係において実に多様であるという

現実に，「左翼イコール反米」という本書の単純な図

式は合致しない。ブラジルのルーラ政権やチリのバチ

ェレ政権など，現実的選択として米国と友好関係を維

持したりFTA交渉を進める政権も多く，反米政権は

南米諸国でも半分に満たない。また本書は南米で左派

政権が誕生した理由は，新自由主義政策とそれがもた

らした所得格差の拡大であると明言するが，現実はも

っと複雑である。新自由主義政策がより徹底された国

では穏健で反米でない左派政権や中道右派政権が誕生

している。一方急進左派政権が誕生したベネズエラや

ボリビアは，新自由主義政策が中途半端に終わったり

後退した国である。急進左派政権が誕生したエクアド

ルも，大統領選の一次選挙では有権者は右派候補を選

択していた。これらの事実は，新自由主義政策の進展

と国民による左派政権の選択が単純な因果関係では説

明できないことを示している。

（坂口安紀）

小澤卓也著『先住民と国民国家：中央アメリカのグ
ローバルヒストリー』（シリーズ　国際社会と現代史
第１巻）有志舎 2007年　223＋6（索引）ページ

本書は，中米諸国およびメキシコ南部（チアパス州）

における先住民運動を，国民国家の成立とグローバル

化の視点から分析したものである。著者は，国民国家

の成立こそが，先住民社会を浸食し，彼らの文化を捨

てるよう強制された最大の要因であると見る。そして

その矛盾から生まれた社会運動として，ニカラグア革

命とサパティスタ運動をとりあげる。とくにサパティ

スタが，国民国家を消滅させるべきというような非現

実的な目標を掲げることなく，多文化主義と平和的変

革を主張する点に注目する。

サパティスタは1980年代から中米を中心に盛んにな

った先住民運動の発展型として，多元的価値観を許容

する社会の創造を提言する。したがって先住民だけで

なく，同性愛者や女性など，社会のあらゆる種類の少

数派に連帯を広げようとする。同時にキューバやニカ

ラグアの革命の経験から，武力で政権を奪取し自らが

権力の座につくことの弊害を学んだとし，最初に取っ

ていた武力闘争の方針を捨て，平和的な手段によって，

主として市民社会の力を集めて現体制に挑戦する方策

に転換した。

多元主義的なアプローチや市民社会の役割の重要性

は，とくに脱工業化の段階に達した先進資本主義国で

は広く認識されているが，脱工業化に達していないメ

キシコで同じような主張を掲げて支持を集めていると

ころが，サパティスタの新しさかもしれない。その意

味でサパティスタは現在の急激なグローバル化の申し

子ともいえよう。分析に荒削りな部分が見られるが，

社会的弱者に対する著者の温かいまなざしが感じられ

る好著である。

（山岡加奈子）


